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粗放仕立てのスギ壮齢林分の構造と生長

赤井館関・吉村{時次郎・本域 尚1E戸

Structure and Growth of Sugi (Cつがomeria.ja.ponica) Thrifty 

Stand with Extensive Tending 

Tatsuo AKAJ， Kenjiro Yo悶IIMUR.A and Takaaki HONJYO* 

袈

…般に， 8本における有用針梨樹の皆戊施業による造林は， I~然環携や生j波 iヨ;際が各地域で奥

なるにもかかわらず，同i…的でしかも鍛約な腎林技術f*系によって行われている。しかし恕化ず

る経常条件を改鋳し，林iill令保全するには，粗放な技術体系をも確定させる必援がある。本報告・

はこのような主段から， 1986 :11~ 1月，搬TI1北方郊外の鱗!万地院に1'r:1'Eする組放{:I:立てによって

成林した40年生スギ林の補選:と生態力を解析したものである。

調資林分は第二:次大戦ill[後iこスょドを造林した後，下メリり， I徐伐等の保育はほとんど行われなか

ったため，会1閣にスギが多数成立するほか，.1二Jf:l'Hζ天然伎のアカマツ弘中，下JJ妥!ことノキ， 1広

葉樹令路交ずる複}関林である。よj自の樹j話機脱は大きいが，林内の平均f日対!限度は約 2.8%で比

較的明るかった。樹幹解析からもとめた樹高生長(資料水A""-'Dは:19871'1~ 1 )ヨ測定)から判断す品

ると，優勢木の生-民は劣勢水より与野しくJJ!.卸で，年平均樹高生長f設は40cI日以上もあった。また下

閣には造林後天然更新したスギが成立しているo したがって木林分のスギは翻険性の高い系統の

ようにj忍われる。 JJ旬l高説搾と樹高の本数分布はほぼL並立で， 主主迎寸 (16cm)以上のスギは 300

木/1ぬほどである。

スギ上樹木の H/Dは80'"'-'70(閥単舵)で，スギ‘保育林分とほぼ同様である。 D2H，こ対する

Vsの;j:rJ対生徒闘拡からみると，上料水のスギはうらこ、けの傾向がある。全般1の立木本数は絡め

て多く (約 4，000本/ha)， 11締高i邸主と樹政jの平均鍛は小さいが，上Jf!!1木のみでは他の林分と比

較し地位下限度の値となっている。林分材樹は上関水のみの合計で， 3101日Nha以上もあるが，

そのうちスギは約40%であり，アカマツの占める割合が多い。なおとノキと J1:;tí~1諒の林分材般は

しく少ない。これにJ文し林分の冬期における全:旋盤はスギ単純林と類似するが，相対的にスギ

の架設の比率はi商い。以上のことからアカマツのぬき伐りによってスギ‘の生践殻を高めることは

可能であり，粗放な予言林法も一つの施業技Wjとなりえよう。

はじめに

気候，地形等日本の自然環境は多様であり，また社会条{LI:もj也域によって異なるが，一蹴の有
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j沼会1-誕樹の皆伐一斉治f;!¥による施措法は，商品摂:18や一般JfJ材等その1::際問機の迎いにかかわら

ず，枝打ち詩;の部分技Hrrのほかはほとんど泌I"-的あるいは際幣佑された育林，保育体系!こよって

行われている。しかもその技術休系は潔締な地ごしらえ(毅i出)，強ーな組長1-11， ~jIi鍛な下刈り

CI詩~Jfttの，間引きと組立てられており，単年度~又礎の集約なj認識技船体系の模倣と j思われるもの

である1)。まだこのような単純一斉林施議による地力低下， 環境題化は多くの{符蹄2-5)がなされ

ているようにお地で縦突に進行しているはずである。

…方，樹今の日本の林業環境は，木材鰐袈の抵迷，内~t，ljt 外材の圧迫，人件裂の上野崎;により

概めて鍛しい状態り}にあるが， ζ のような自由市場下lζおいてすでに悶常化した林業不7J~ :a打

開する一つの道は，市場J.lJOlflからみて品質と砥{iIlj絡で外材との間際競争力舎もらうる生躍技術を

i摘発することであろう。特に伐凡\，育林等の~!::膝コストの低減は緊急かっm擦な線魁である。し

かしわが割のような急駿な地形条件での伐出コストの引下げには林道等への膨大な資金投入が必

誕であり自ら限度もあろう。また一方，前述のような間一的で集約な背林法は，高度成・長期にお

ける仰i格昂j時，低賃金に支えられた技指体系として対応できたものでめるが，厳しい現状に対し

ではすでに艇磁化し，他にとるべき手段のないまま造林， 1来予ぎの放措という事識も組りつつある。

したがって今後はi院議燃の見込みのある士山利条件での潟品質材技践はすで汁ζ確立している集約

な技術体系を撤退するとしても，議材，大様材，天然佐木の生Eだあるいは地不u条件にめぐまれな

い林地での森林遊成には，粗放な1寄付本技術の体系を開発しそれが適用できるよう早急に対策を講

ずる必袈があろう。最近これら低コスト腎林あるいは粗放林業に84iずる論議が盛んになりつつあ

るし8-11)が，技術の兵.体論は少ない。すなわち粗放技術の体系は， 情報不YiHζ議づく労働多投下

があるとか，地の効果的な手段におきかえられる;場合に効果を発揮する部分技術の手抜き，省力

とは811なり，主主諸条件や I~l擦を明らかにして組立てるべきであるが，まだ部i範的技術として確立

されていないからである。 しかしこ ζ数年間， 鍛者ーらが解析したj見交複閥林12向 16)の造成法や下

刈り i5?省いた造林水の信長17，18)等の報告は，そのj立がかり lζなるものと考えている。

本研究はJ"述のような現状告白踏まえ，鋪ニ次大戦終了直後に植封書された後， ほとんど無手入れ

のままで成林しだめずらしいスギ壮齢林分の構造と信長議等合解析したものであるが，今後の合

!当然的森林施業すなわち一般並材を生産自;醸とする粗放な宵林技術体系の~指11:のための議礎資料

として役立てば主将いである。なお本研兜は60年箆文部省科学研究資総合研究(A)の助成のもとに行

われた。また現地調蒼にあたっては肉槻rlf隈間森林組合議官畑貞司氏および森林所有者古畑経一

氏の協力があった。本報告をとりまとめるにあたり上諮問探各位!と深く感知の怒号表したい。

1. 淵まま地の自然的，社会的環境

調査地は硲槻市のドl::t心から北方約161-ωlに{:if.慨する;酪問地j双 (11ミ!儲ID村)ド!::t;J:fHの民有林で， III艇

が介在する恩山の一つである。調護E林分の会問舗は 1ha弱，線高lま約 360m，傾斜36
0
前後，万

{\f.I止問北西で‘林分の下部は林道に接している。なお土壌は B口Y;~である o

本地区全域の自然的， 社会的環境についての詳細はすで‘に報告16) したが， その中本報告の論

議に関係する主な特般をあげておく。調査地点の平均気品目iは140C前後， 年降水設は 1，600mm'""-"

1，800割目l程度である。気候幣は駿楓;!誌に}認し， 潜高自然摘~I::Iまシキミーモミ J押捺にあたると考え

られる。しかし地区内の神社の森母;を除き現存のj当然植生は， クヌ-'¥"…コナラ11ft長かコパノミツ

バツツジ…アカマツ静擦となっている。これはかなりおくから薪炭生肢のための伐採が繰返され

た結果であると考えられる。

樫問地区の林野本は90%(1，600 ha) 1とおよぶが，スギド， ヒノキの人工科;率は約29%で比較的
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低く，スギとかヒノキ針路交した林分を合む天然伎のアカマツ林が約'16%，殺りは広栄i樹林であ

る。このアカマツ林の約70%(ほほ500!J u) はスギやヒノキの幣胸部交した按Ji~i林である。また

その中，スギの約21%，ヒノキの約30%はj自殺されたものであるが，両樹部とも天然y2新によっ

て成立したものが多いようである。

一万本地底では“放:て木"による{:l:1'L:て方が多く，多様なj見交被服林がみられる 16)。アンケー

ト淵資の結果によると，天然強のスギについては前1mの伐保時小さいもの在大事に殺した林分と，

大きいものを後の楽しみにいくらか岱り技した林分等に分けられる。また11自殺したスギの溜交複

朋林については，アカマツ林の*'ζlilli栽したが!信長がì~いので茂り残したもの， もともとスギの

造林地であったが，苧入れ不足のためアカマツや広灘樹が侵入してきたので，それらと住:殺のl~

いスギや伐探し地は戒したもの，あるいは逆に後の楽しみに大きいス~\~'i'“;なで木"として践し

他は伐採後放慨したもの等があるo これらはその悶的や取扱い方が翻々採なるが，いずれも保鶴

木として一夜lii'伐り践す“立て木"iこよって{土史てられたものであるといえよう。

このように木地ほの瀦林，林業の大きな特殺としては， f当然的条件からはスギやとノキの天然

更新が比較的務銘で，天然生林が多いこと，社会的総掛からはくから京都，大阪という燃料材

の大消~!(:J:出をひかえて耕民生践が燐んであったこと， また天然症のスギ， ヒノキの!日材15:“:説

で水"f;去によって生践していたこと等があげられよう。 しかし前述のように“立て水"による仕

立て方法は，現絞まとまった施設技術体系として鰐及，確立しているようには思えない。むしろ

変退の傾向がみられる。今回の淵斑林分は121E終的な脊林法からみれば!臨めて手入れの思いス.:\~'人

工林であるが， “立て木"法により伐採， 収被されるP芸能のま奇矯な…つの教材的な林分であると

し、える o

2. 言語 方法

対象林分のほぼ*災企/.近lこ，斜[好万Ir-UIこ10m，水平方向に40mのベル l、状の調査。1;11'むを設け，

泥水の樹商，胸ilWiTI室襟(樹i南21η以上)，成立偵捜および樹抵の占有状態ぞ測定し，SjZ間的，活

躍的構造i'解析する一方，林分の諸f託告もとめた。また各樹潟階からスギの代表的資料水 6本ぞ

伐{闘し， í~~i伶析解のほかi管関lJ!Hζi:作，校，裂の軍放浪，lj定~行った。なお下籾鮪については閣の

出現頻度令調べた。これらの淵賓のほとんどは1986年 1月に行ったが，伐仰j資料水の A'"'-'Dにつ

いては現却の 1月に調査した。さらに198Mド9月中旬，縮ベJレト内においてミノルタデジタル

!照度計('1'-1摺)をmいた!制度梢分法によって林内照度ぞ測定し，相対照度Q?もとめた。

3. 林分の位:良経過と構造

1)林分の成立:経過と平間的，誼的構造

本調弦林分は，所有者の;請から推察すると，第二二次大戦前後lζスギ会納税した後，戦後の限乱

もあって下刈り等の手入れJ式会く行われずに放1託されたまま成林したようで、ある。

Fig.1の下関[ま!陥 4m，水平方向!こ長さ 20mのベルト内， J二閣は~nffli万 li'íJのベルト内(10'"'-'20

1η は淵資枠外)における階腕構造告示したものである。図から認められるように，段上Jffi'こアカ

マツ (Pinu.sdensiflor・a)を， r[:t，下)f~J {ζ ヒノキ (Ch仰 凶ecyp品risobtusa) i'， ':t Jiヨにクリ CCastanea

cre旬。t品)を少し混交するものの， 上j爵から下月号jまでスギ (Cryplomeriajaponica)が迎続府的lこ

成立し，詑n引制強を示している。しかし剥主主枠外の斜部上部付近の生設はめまり良くない。

…方樹高 1m以下の最下胞には， Fig.l'こ…部の下腿糖生を示したが， ヒサカキ (E1l1'yajapo・

nica) ， ヒイラギ (Osmanthtlshete7・ophylltls)， アセビ (Piel・isjι.ponica) ，ソヨゴ (Ilexpecl削 1・



C1uosa) ，ヤブツノfキ (Gamellinjnponic品)， 

イヌツゲ (Ilexcr問日州場の常緑広瑞樹と

ヤマウルシ (Hhustrichocnrp品)， タカノツ

メ (E仰 dio]Jrtnaxinno世間s)，ネジキ (Lyonia

ellipticn) ，カクミノスノキ(1';日cc何Ul押tMI'-

tllm)勺;の務挺広県附が散(:/ょしている。

調資ベルト内のj二， "1::tA悶木の J閥幹の佼践

(分散構造)と樹瓶の投影間令 Fig'.2

した。スギはさな域にわたりランダムに分ヂ11し

ているが，他の樹脂]の分布は集中的である。

アカマツは樹ilitj首都が大きくまた I~制i

TIITでもあるので，スギとの分布~:êl関は共存的

傾向がみられる。

以上のようは林分の締結‘から判断すると，

際準的な保育毎日的とした作識は行っていな

いとしても， 1li1[殺後日数年の聞に，いわゆる

雑木が燃料材として多少ぬき伐りされた可能

性があるようにj品われる。

2 )スギの樹i荷主f::.民の続過

続ij:~，解析からもとめた樹商の生長経過は

l~ig'. 8のようであった。資料*A"'-"DはNo.1，

2より 1$遅く解析したものであるので，

1986年 lH現:tEの生長状態で比較することに

するが，上湖水のA，BIま植栽間後から順調

し，特に2Off:(:!::蝦からは稔・速に掛i高生

母促進したようで， 40il~~経過した現在の

樹高は15.......17mIζ述している。

これに対しNo.1は20年生までと最近10年間

の生・長が態く， igAlヂE10m李完成のF[:J脱水である。

しかしなお住民を継続Lノているので， J二}関氷

山ムe (m) 20 の側附〉ら制知れれば比側早期凶断

Fig. 1 Str・atificatiollor r・cscarchstalld 回復する可結性はある。

下1ftl木のうちNo.8は15伴から25年生までの/JWJ，相対的に成長率を?認めたが，初j諒の松長が浩:

しく{氏かったため40年間lこ5m~説)jZ，しか主住民レていなし、。 InJ じ一!マ仰木でも C は80{f (:[:: ， D Iま21年

生で，椴殺後補植や樹下植殺されていないということから， ζれらは前i述連のJよ:う lにζ木地!ぼ玄のf各各所

でJみ与られるような5天足然3生三のスギと|同司犠1紛8ω)周辺林f地出からののJ粁f冊[江主ITヨ子三の7飛l段昔引叫11散j投境如lにζよつで天然E兜!上J

j忠話われる o これら下仰木は，人工，天然生のいずれも比較的精い林内において飴・かずつではある

が1r11:l造住長ぞ続けている。このような銀問林般の林分内の斑新や下j汚水の・J三状態から判断すろ

と，木部!主主地のスギは比較的耐陰性のい系統のようにj忍われる。

8) TI自:筏と tilj?~bの本数分布

iV，¥J:si:ベルト内における下問柄や除く会立木の腕i向目立探と樹の 1mあたりの本数分布はPig'.4
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している。fINi印14m以上の上j降水のみで

はt!OCllliJ背後もある。

のようであった。スギの直径分市はほぼ l~ 11;l! 

で，大きいものは26cmlζ述ずるが， i'安材i盛iす
以上のスギは 11(1あたり 300本ほどである O

アカマツはすべて16cmftJ二で30cmを却える大

桂木も成立している。ヒノキはド1=1筏水と小路

木， クワはIわ鶴子ト:のみであるが，待出級lこlti

める比率は小さい。

スギ、の;樹iIwi5}司fjlま際|から認められるように，

iE焼却立ではなく， ひずみの比較的小さいI-， 'l1;l! 

o示している。そして樹if;lil~;~の析は 2mから

18mまであり，保予言の行きとどいた…j股スギ

林[乙比較して鳴しく大きく，れ{~林引のような榊ìti

ha あたり 500本あ出え，最高は18mlζ述し，
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アカマツはよ胞のみであるが， r:I:1 1J~11ζ t立ヒノキとクリが，下町Hこはじノキが成立している。 ζ

れらはすべて櫛栽後lこ天然更新したものであるが，前述のように下問のスギの中には天然生木も

混在している。このように楠殺後ほとんど手入れ脅しないままで被閥林製のスギ林分が成立した

のは，アカマツの混交によって林内のJ¥程度を純林状のスギ林よりi弱めたことが大きな原臨であっ

たと考えられる。

4 )林i々の光環境

純資ベJレト内における地球上1.3m潟jにおける平均約対照度(9月中旬測定，林外j限度78，000

lux)は約2.8%であった。林内の光環境については郁々の測定法19，20，21)があり，また測定法のほ

か測定の季節，林分の措遊噂により林内相対照度の般l式典なるが，スギ被服林の{I底22，23)と比較す

ると，木林分の相対限度は多少低いようである。しかし木地区のアカマツ， ヒノキ混交按j爵林よ

り明るく，また天然強のスギ， ヒノキ，アカマツ，広挺樹路交複j関林の鍛とほぼ類似している 16)。

前述のように木林分にはスギの下j悶木が多数成立しているが，これはアカマツのtl毛3どによって林

内の相対j限度がこれ以上低くならず， ζの系統のスギの生容を可拙にしているためであろう。
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ためと考えられる。

，上胞にのみj点忠するアカマツのIljDは7Mffi)交で，京都，大限付-近にみられるアカマツ

林あるいは地;樹駆との開交控j許林における館とほぼ悶じである 14，15)。

スニドの伐倒資料水の館幹解析および j悶別刈取りからもとめた D2H (ω12・m)に対する各部分

の1:m対住民関係は以下のようであろ。まず D2H とij作材積 (Vs，m 3) の相対~J:::長関係は Fig\6

のようで， 1H対住民式の指数は0.8684と計算された。 ζの鮪は一般のスギ人こ[lll府林あるいは制



伐林における指数26，27128，29)より多少小さく， うらとけ的傾向告訴しているが， 181戸生のタテヤマ

スギ史生林の儲30) と翻翻している。 ζ れらの指数制は林分の取扱いJ':J ~tì~によっで当然見なるが，

1副会肢の高いタテヤマスギとほぼ悶じであることは，本総資林分のスギの系統上の特性として興

味がある。しかし木綿主主林分はアカマツ苛;のj見交した特殊な林分であり，資料数も少ないので，

ζの指数縮の特性についてはおらに検討する必裂があろう。

各部分:遣に対するキo対必民関係のうちt 1j停の佳境(喧s) と乾滋 (Ws) の D2H rこ対する関採

は Fig.7 のようであった。資料数は少ないがi昨材T~J閥様比較的ばらつきがIJ\ ;2t く， 相対主主・民式

の述iiì肢はよい。 J:桝忠誠に対する相対生長式の指数も j;~材較の;場合と同様に小S い傾向30)がi留め

られるが，戦環;ζ対し生E誌の指数はいくらか大きい。 ζれは合水没の迎いによるもので，冬期l立

大急いili!ll外;ほど合水率が大きく， 60%を;留す

ものもあった。

校j;i~援 (Wn) と D2Hの相対生長関係は

Fig.8に示したようにかなりばらつきがあ

る。これに対し誕i詑 (WL)の場合はFig.9

のように， 相対主主議式の迎合性は均il淡的よ

い。しかし間式の指数は WsIζ対する相対住

民式に換算してみても相対的に小さい観向が

ある30，31)。これはけ:1，下取!の小さい{間体でも

幹f設に対し相対的に4支部筑が多い ζ と創部沫

している。このような傾向はアカマツとの混

交林に特徴付けられるものかも知れないが，

京都路辺で木材;分と類似したj朝間構造4をもっ

ヒノキーアカマツ路交竣樹林中のとノキの+m
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対生長式の指数15)は， D2H (ζ換算しii作， 技，

立3のいずれも 0.94"'-0.99の範閣にあることか

ら，耐陰性!こ特性のあるスギの一つの系統の

可能性もあろう。

2 )スギの樹体各部分の!iJIi劇的配分

伐倒資料水4本のj閣別刈取りからもとめた

各{倒木の幹 (8)，枝 (B)，諜 (L)乾抵の

底的配分は Fig.10のようであった。一般に

はこのような資料をもとに林分の主主陸構造闘

を開くのであるが，本制主f.i半分は前えsのよう

i 
1 0 1 

No.D 

H .. 2.4 m 

i¥  

2 自 2 4 6 8 10 

2 0 2 4 6 8 10 12 14 

Fig. 10 Yertical distributiol1s of stelll(紛，
branch (B)品ndlcaf(L) dry weight 

of salllple tre古sin ]仁gpCl' III 

!ζスギドはれ伐林型的なj終Jffl構造を訴しているので， ここでは特にイllil体の取の務生状態について検

討してみよう。閣から認められるように，上胞の資料水Aは樹高の約2/3，B は1/2まで務諜し，

それぞれの生校下両は5.6111，7.9mで， スヰfの J]11附ν~や複j医j林25 1 32) の前例よりかなり -!"J滋にまで

3誌を者生している傾向がみる。このことが D2狂と Vの相対主住民式の指数を小さくし， うらとけ

的観!向'emす喪闘になっているかどうか， ζれだけの資料では判断できない。…方，中，下腐の

資料水C，Dは， Fig.9で認められるよう

{版向がある。

このような殺漉腐のl'躍進と Y-D2H関係のようなi昨の形質あるいは側休の!:I::::民との関係は，

本称分のような粗放仕立てによる林分の適切な脂諮指針をもとめるためにも， さらに解析を進め

る必裂がある O

は相対的に多いものの，五安芸I~I~II式上Je111 ζ倒る

5. 林分の平均的大きさと現帯;段

，1IM:i1f.ベJレト内の1:tj.水調査結*からもとめ1二J1('ili向山筏，指j肖のSIL:筏J{/立と!はめたりの成立本数，

JI何時断i昭総合計および前鴻の1'11対生長関係式かr;j'fll定した令部分の林分現祢裁は'l'ablc 1のよ

うであった。それぞれの{自は樹部別I[訴しであるが，上段!式会閣にわたる全立木弘下段はrl:l}趨
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'l'able 1. 1¥'Ioa1l value alld bioll1ass of rese品rchstalld 

Mean Dellsity I Basal StCIl1 
Spccics l1eight area volull1c 

(111) (l1o./l1a) I (1l12/ha) (1I13/l1a) 

Wholc stratull1 

Cl'yptomel'ia j日ponica 8.1 7.6 3，180 23.3 142.7 56.'1 4.4 11.8 

PinU8 de担8iflo1'a 22.7 15.1 475 20.1 175.7 84.3 4.4 8.1 

Chamaec担'Pal'isob/叫sa 6.3 5.6 275 1.4 8.5 3.9 0.4 0.4 

CastaneιCl'cnat冊 11. 7 9.'1 150 1.7 7.5 O 

'l'ot乱1 46.5 334.4 (144.6) (9.2) 20.3 

Upper stratull1 

C1'yptomel'i，日 japonica 14.0 12.3 1，130 18.7 122.9 48.1 3.7 9.6 

Piml8 densiflora 22.7 15.1 475 20.1 175.7 84.3 4.4 8.1 

C1Utηwecypω'is ob/usa 4.5 11. 3 75 1.2 8.0 3.7 0.4 0.4 

c.時staneacl'enata 3.0 9.8 100 1.4 6.5 。
Total 1，780 41.4 313. (136.1) (8.5) 18.1 

) : Exclude Castane日 Cl'cnata

本の…部会合むlJi航海直径lOcm以上のよ脱水のみを対象としてまとめたものである。なおスギ以外

の樹磁のうち， ヒノキとアカマツの珍~亦燈は京都大学J二銭ï~試験地における天然生アカマツ， ヒ

ノキ混交林の解析からもとめられた相対生長式15)~，クワのj符材較は林野庁の立*~i宇材績表(間

日本編)をj日いで推定した。したがってスギ以外の樹穂の現都議については多少の誤謹があろう o

'l'able 1から認められるよう 1<:.，立木本数は haめたり 4，000本以上で，そのうちスニドが約

3，200本告白め 40年伎のスギ造林地としては轄しく多い本数である。 これは林分の生長経過と

構造で述べたように，天然5(!新木を合u'小径の下j静子!ミが多いためである。その結果，スギの会立

オミの平均i直接や平均樹高は当然小さい伯となっているoスギの胸i海断副都合計は約 23m2で，ほ

{ま約j紛の他地域のスギ'1~.樹林33)や複JFi!1林29 ， 34) Iζ比較して少ないが， 1出樹極も含むさをjL.木では智子

多い傾向がある。

会Ji'i!lのスニドの祢分材関は haあたり約 143m3で， これも他地域におけるut荷台のスギ単樹林33)や

政Jfi11林25 ， 34t:~5) より少ない。しかしアカマツは，立*本数ではスギの約15%であるに反し，幹材棋

では迎lζ23%ほど多く，そのため全立水の林分*d較は 330m3/ha以上となり， I認齢のよ記のスギ

人工林と大きな三さはない。このようなスギとアカマツあるいは他樹顔と鈍うどした複j岡林挫の純資

例は近畿地方にほとんどはいので，アカマツ林下lζ椴殺した40:qe:生前後のスギニ段林として成林

した山政林業i也と小皆井農場の~iH9U32) と比較しでみると，本調査林分の幹材獄は全立木の合計・で

も， スニドのみでもあまり途いはない。

一方上j却水のみについてこれらの組を検討しでみると，スギの立木本数は 1，200本/ha，平均

Jj旬 i海路筏は約14cm，平均樹il~SIま約12mで，特lζ前えsの鋭勢木の忠良も合せて考j議すれば，当地域

の保7背努守Cされれ，]たこ|同i司d繍胸齢合のスごギF

1脳k資1はス 4ギギミ-;;:とヒノキ 4令合Tせても b，札L品あ〉たり 1悶30ω1113戸3余で相対対"(j的印lにζ多いと lはまいえない3払2丸.:1制3剖 oこれにj乏し

アカマツは叫にのみで， その;j;;:r&1もスギ〉 ヒノキの 1.3倍以上に述しているので，林識経営上

スギの林分材脱会より多くしようとするなら，少し早い時期にアカマツの除問伐奇適当議行えば

よかろう。また今後収磁の対象となる上胞のスギやアカマツをれ伐的lζ伐採し，伐j羽を延長しょ
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うとするなら，アカマツの伐採鉱必多くすることによって，鶴谷のスゴドの住民会促進し， )I.木材

硝を踏めることができょう。

調査林分内のi詑翠現在1"2設は 'hbl巴 1Iこ示したようであるが， ζのう凶作と技1設についてはj邸

周すべき資料のないクワを除く針-策樹のみについて訴した。 11冷乾主主の舶は林分材棋と同様の傾向

にあるが，校乾議lま近畿地方!こ成立するアカマツーとノキ路交林の事例よりいくらか少ない傾向

がみられる 15，32，問。

'rable 1 (こ訴した諜乾翠は，木綿ヨ誌が冬期l乙行ったもので，落葉樹のクリに誕がなく，また他

の~+漉樹も務部盤のもっとも少ない時期であった ζ とから，最小の林分襲i設と考えられる。これ

を只木のまとめた全国のスニド林分の諜讃 19.6土4.4 ton/ha37
) と比較すると， 会j閣のスギの合計

値でもかなり少ないが，アカマツととノキを合せるとほぼ近似した議議となる。…方諒井ら 15)

鈴木ら 32) 河原ら紛が翻べたアカマツーヒノキ路交林の林分誕盤より馨しく多い傾向告示してい

る。

前述のように本調査林分では，アカマツ i式会閥でも上j闘でもスギより:tl:*本数は少ないのに幹

材積，幹}詑抵は多い。しかし Table1から腕らかなように策乾E設についてはアカマツの方が少

ない。これは他林分の相対と主義式によりアカマツの漉裁ら指定した ζ とに多少閥閣があると考え

られる。しかし完全にニ段林慰安恭すアカマツーヒノキ混交抜J~林14) とは掠なり，アカマツとヒ

ノキがよ勝木として路交ずる林分12，1めでは，地樹離の側圧によってアカマツ樹抵の拡阪は1IiU約さ

れることが多く，本概査林分のi智勝;構造は後者に類似するので， ζのような林分の資料からの推

定法に大きな繰りがあるとは考えにくい。ただζζ では本林分のアカマツの擦盤はあくまでl}安定

的な試算鏑としておきたい。

いずれにしてもスギの林分生産盤ぞより促進させるためには，アカマツの誕畿を少なくし，ス

ギの棋盤を?増加きせるようなアカマツのぬき伐りが点、裂である。しかし現在木地区でもマツ枯れ

が進行しつつめるので，自動的にアカマツが減少しスギの生長を助けることになろう。したがっ

て今問調査解析した粗放仕立てのスギ林分でも，その生産力は一般の捺約な技術によって育てら

れた林分応対し轄しく劣っているといえないで、あろう。

おわりに

第ニ次大戦後強方にj;E進された拡大域林による林極転換は，森林の避移からみて趨撲の土地改

良に相当し，多くは奥郷土榔揺を主主g去しようとするのであるから野働多投資を強いられよう o 今

i盟諸島査した森林は，“ほっとけ造林"的に植栽後ほとんど手入れ主主せず成林したものであるが，

前述の解析結果からみても，並材程度の佃般のあるスギをもっ林分に育ち，そ ζそこのJ[文入は離

保できるようになったと判断される。 ζれはスギが自生極として成立可能な環境の林地であつた

ζ と

i適趨合した Eま主さ iにζ合 j自ヨ然f的自林諜であるといえよう。 ζ の ζ と~忘れて:必J目を認えると，林業の目的か

ら大きく逸脱することになろう。本研究においては林分の構造と生長等生物学的な側面?からの解

析!と主体ぞおいたが，今後は林地保全と林業経営的立場からの解析~加え，会らに粗放な腎林法

によって主在庫される木材が自由市場のI:I-tでどのような.fiIli格競争力をもつか検討をする必援があろ

う。そしていくらかでも姉艇が認められるようなら，始めて組放林議すなわち合自然的林業が1::1

?ド:の林業技術の…っとして地故主主える ζ とになるとj思っている。
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Resume 

In spite 01' the diffcl'enccs i!l the natul'al eUVil'Ollm記ntand pl'oc1uctivc ta1'g‘et in each 

l'CgiOll， th♀ intensivc al1d unifol'm silvicu1tur・esystel11 is used 1'01' the afforestation 01' the 

useful conifer by the c1eal' cutting' system in Japan. Howevel'e， the cstablishment 01' an 

cxtcnsive system is a1so Ilecessal'y .fo1' the bette1'l1lel1t 01' bacl 1'o1'e8t 11l乱l1agel1lent allcl七hc

COl1sel'va tion 01' .fo1'est lal1cl省'1'hispapel' cliscusses the符1'owil1gstl'uctUl'e ancl the procluctivity 

01' a 40づreal'-olc1Sugi (C1'Yl!lome1'Ia ja，pollica) staucl cu1tivated with extensive t♀l1clil1g at 

Kasicla l'egiol1 locat邑clin the 1101'thel'l1 pal't of 'Eaka tsuki City il1vestigatecl ill J all uary， 1986. 
This stallc1 was cu1tivatecl by less weec1il1g sil1ce the Sug・iseedlings has beel1 planted， which 

was il1lmediate1y a1'te1・t11e Secolld World Wal'. There1'ol・記， the existing stand was 1'01'・med

01' a multi“storied 1'o1'est 01' strati1'ied l1lixture type with Sugi constituting th自 wholest1'a-

tむ1l1， .Almmatsu (Pi1l7lS dellsiflom) occupying the uppel' st1'atull1 and Hinoki (Clwm.aecypωイs

obt也sa)01' bl'oad 1eaved t1'ees eOll1posing the middle al1d 10we1' str乱tum(Fig.1). '1'he erown 

deぉsity01' upper・ st1'atumwas higlJ (Fig.2)， but the relative 1ight intel1sity on g・l'ound

vegetatiol1 had a high value 01' about 2.8%. Judging 1'roll1 the al1alysis of thc乱1111uall'恒p

01' thc samp1e trees (.A・D wel'e investigatec1 il1 J anual'y， 1987)， the gl'owth 01' th己t10minaut

tr・eeswas much mo1'e vigむrousthan that 01' the dominated tl'ees， and its mean height incr・十

ment so l'且l'was estimated to be about 40cm/ye乱r(Fig .3). Furthermol'e， it was recognizec1 

that the SugI tl'ees natm・allyl'egeurated 1'1'om seec1s 01' neighboring tl'ees a1'tel' planting in 

the lowel' stratum (Fig，3). '1'h日1で1'o1'e，this Sugi is presumec1 to have 11igh to1erallce. '1'11e 

distributiol1 01' the diametel' at bl'east height al1d the tl'ee height of S百g'ji 11 the research 

stand resemb1ed those 01' the L type， and the l1umbel' 01' Sugi tl'ees with a pillar size 1argcl' 

than the optimum size (D:16cm<) was about 300/ha (Fig.4). How記vel'， .Akamatsu coulcl not 

gl'OW in the 10wer stratulJ1， and Hinoki and bl'oad 1eaved t1'ees could 110t g'l'OW ill the uppω 

stratum. 

'1'he ratio 01' 11巴i品、htto diameter(H/D: same unit) 01' S立gitl'ees ill upper stratum nea1'ly 

equaled that 01' the Sugi artificial 1'01'・estwell tel1d 




